
小さな拠点づくりとは？
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、様々な課題の解決が必要です。
そのために知恵を出し合い、計画をつくって出来ることから
少しずつ取り組んでいくことが「小さな拠点づくり」です。

広島県と鳥取県の県境に位置し、南に中国山地を仰ぐ奥出雲町八川地区。地区内を縦断する国道314号には、日本最
大規模の二重ループ方式道路「奥出雲おろちループ」がかかり、町を代表する観光名所として知られています。また、豊富
な水や寒暖差を生かしたコメやソバ、舞茸などの栽培も盛んです。
八川地区では、特産市やグルメマラソン、同地区のシンボルである大イチョウのライトアップ&フォトコンテスト、トロッコ
列車のイルミネーション製作など、1年を通じて地域のイベントが盛り沢山です。その中心を担うのは、八川地区小さな拠
点づくり推進委員会（愛称「八川未来図」）。多世代交流や開かれた地域づくりを目的とした事業・イベントの企画・開催
や、SNSを活用した情報発信など、多彩な活動に幅広い世代が参加しています。

幅広い世代に開かれた活動で
地域に活力を
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「八川未来図」には、20～40代の若
い世代も積極的に参加し、地域活性
化のために活動しています。今後、地
域の少子高齢化と人口減少が見込
まれていますが、住民たちは将来を
見据えて地域資源を掘り起こし、特
産品づくりや関係人口づくりを進め、
住民が一体となって「攻めの活動」に
挑戦しようと意気込んでいます。

「自分たちの地域は自分たちで守る」
という意識の下、八川地区小さな拠
点づくり推進委員会「八川未来図」
は2018年に発足しました。幅広い
世代の方がメンバーとして参加し、
防災や高齢者支援をはじめ、様々な
事業・イベントを展開しています。

近年頻発している豪雨や地震など、
さまざまな災害に備えて各自治会に
防災担当委員を配置し、自治会単位
で「支え愛マップ」を作成しています。
さらに日常的な住民同士の交流が
災害の備えになることを住民に周知
し、実践。その他にも避難訓練の実
施や、緊急連絡先などを記入した
「安心カード」の作成など、地域の防
災力強化に努めています。

近年は災害が頻発し不
安がいっぱいでしたが、
「緊急連絡網」や「支え
愛マップ」等を作成して
いただいたことで、何か
あれば誰かが声を掛け
てくれる安心感が生ま
れました。
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ご高齢の住民から「集いの場所がほ
しい」という要望を受け、「高齢者サ
ロン」がスタートしました。毎月2回
開催し、お茶を飲みながら世間話を
楽しんだり、保健師を招いて体操を
したり、幼稚園児との交流を楽しん
だりと、さまざまな内容を企画・開催
し、高齢者たちの楽しみのひとつに
なっています。
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